2017菅平ミニラグビージャンボリー交流大会事務局
2017菅平ミニラグビー・ジャンボリー交流大会参加チームへの注意事項
本大会は参加チームの自主的なご協力により成り立っております。
時間・マナーを厳守し、素晴らしい大会になるよう御協力をお願い致します。

選手の安全を第一に、他チームとの交流を楽しみましょう！
受付

８時より受付を行ってください。高学年はCグランド、低学年・中学年はＢグランドの本部でお願いします。その際に参加費の支払い、チーム帯同者の携帯番号（呼び出し用）をお知らせ願います。
コーチミーティング（全コーチ対象）
大会初日に、高学年は8時30分よりCグランド本部前、中学年は8時45分よりBグランド本部前、低学年は9時15分よりBグランド本部前にて行います。全指導員が対象です。その際に試合球を持参していただき本部にて空気圧チェックをおこなってください。尚、開会式は行いません。
ブリーフィング
担当レフリー、キックオフチーム、陣地はタイスケに明記されておりますので、本部前でのブリーフィングは廃止いたします。

その代わりに、各チームはキックオフ５分前にはグランド脇で待機し、担当レフリーよりブリーフィングをうけてください。
レフリー・タッチジャッジはジャージ・ラグビーパンツ・ロングストッキングを必ず着用願います。
試合中
1 今大会は、試合中の選手への指示・指導を一切禁止いたします。（ハーフタイム中は除く）

但し低学年のインサイドコーチからの建設的な指示・指導は認めるものといたします。
2 レフリーへのクレームは厳禁です。

3 タッチジャッジは中立の立場なので、選手への指示・指導は禁止いたします。
またハーフタイム中はベンチに戻らずレフリーとグランドで待機願います。
4 ベンチエリアは、大会当日に各グランド本部にて通知いたしますので、厳守願います。

5 各チームのセーフティアシスタントも指定のベンチエリアで待機願います。

安全に関し
ミニラグビーにおいて、「安全」はすべてにおいて最優先されます。

自チームの選手だけでなく、対戦相手の仲間に対しても同様であります。

絶対にけがをしない。絶対に相手にけがをさせない。厳守しましょう。
救急車が必要な時には本部から対応させていただきます。各チームから手配はしないでください。
氷や救急用品は各チームでご用意下さい。（大会本部には用意はありませんのでご了承ください。）
試合終了後（アフターマッチファンクション）
1 終了後、対戦相手ベンチに挨拶をした後、そのままアフターマッチファンクションを行います。

１．まずレフリーが試合の総評を述べ、
２．次に各チームキャプテンが試合の感想・感謝を伝え、

３．各チームヘッドコーチから相手チームをほめてあげてください。
４．最後に握手をして終了といたします。（できれば一緒に合同写真を撮りましょう）
2 1日目の試合終了後、日除けのテント・ターフ等は必ず撤収してください。
3 ごみと忘れ物はないようにしましょう。撤収時に責任者が本部に報告をしてください。
応援マナーのお願い

今大会は、選手の貴重な成長の場であり、皆様には自チームの応援をする上で、応援マナーについてご理解いただくことで、選手がさらなる成長をすることと私どもは信じております。

ラグビーの誇りのひとつに「応援のたしなみ」があります。ラグビーでは、ゴールキック・ペナルティキックのときに、選手を邪魔するブーイングはありません。また観客席では、相手チームと一緒の席で応援いたします。それは、選手をはじめ、レフリー・指導者に加え、観客もラグビーを愛するどうし「リスペクト（尊敬）」しているからといわれております。

ご家族はじめ皆様の温かい応援は、選手の最高のプレーを生み出します。選手の成長を温かく見守っていただきたく、ここに応援マナーに関してご協力をお願い申し上げます。

1 自チームの選手への応援はもちろん、相手チームのよいプレーにも拍手を送りましょう。

　　対戦相手は敵ではなく、仲間です。仲間の成長はラグビーファミリーの喜びであります。
2 自チームの選手に対し、ミスを叱咤・過剰な指導は控えましょう。
過剰なコーチングが相手プレーヤーにプレッシャーを与えております。

相手にプレッシャーを与えるのは、対戦相手でありベンチコーチではありません。

3 レフリーへは敬意を表し、異議を唱えるのは止めましょう。
ミスジャッジと思われる場合でも、クレームは厳禁です。
レフリーはアンパイヤ（審判）ではなく委託者であります。レフリーを委託した以上、レフリーを信じましょう。
4 グランドでは以下のルールを順守しましょう。
観戦場所は、定められております。大会役員の指示に従ってください。

グランドでの一脚や三脚を使用した撮影は禁止します。（一脚を足に乗せるのも禁止いたします）

芝生内へのヒールのある靴での立ち入りは施設より禁止されております。

グランドでは芝の保護のためベビーカーの使用を禁止とします。

応援に夢中になって帯同の小さいお子さんから目を離すことのないよう御注意下さい。

日傘を使用する場合は、他人にぶつかることのないよう、安全には十分に注意してください。

5 ゴミは必ずお持ち帰りください。忘れ物をしないでください。
大会の終了時、その会場が１年で一番きれいな場所にいたしましょう。

Good manners make good players.

◆タッチライン際の大人たちへ

ラグビーは本来、試合中の判断はゲームキャプテンが行います。試合になれば選手がすべてを判断してプレーするスポーツです。だからこそ、教育的価値が高いと認められているのです。コーチの仕事は選手が自分達で判断してプレーできるように育て、導くこと。親や観戦者はそれを温かく見守る。それがラグビーです。

近年、ラグビー王国ニュージーランドですら、子どもたちの試合での野次や罵声が問題になっています。現状を憂い、「Let Kids Be Kids」（子どもは子どもでいさせてあげてほしい。）というキャンペーンが行われています。ミスを叱り、レフリーに文句を言うのではなく、その奮闘をサポートし、楽しい思い出を残してあげてほしい、そんな願いが込められています。

子どもたちはボールを持って走り、パスし、タックルすることが楽しくて仕方がないのです。仲間と協力して戦い、試合が終われば相手チームと友達になる。それは美しい思い出になります。その記憶の中に、ひどい言葉を刻みつけないでください。子どもたちは大人の態度を見ています。子どもたちの自主性を重んじ、レフリー、相手チーム、両チームのサポーターをリスペクトしながら、子どもたちをサポートしてください。それがラグビー精神なのですから。

「子どもたちの可能性」「子どもたちのひらめきを」信じましょう。

